
基幹工学部
電気情報工学科

アナログ集積回路
無線ハードウェア技術

宇賀神 守
アナログ回路技術を駆使して、社会に役立つ無線ハード
ウェアの開発に取り組んでいます。

略歴 所属学会など
2012年までの27年間、日本電信電話株式会社
先端技術総合研究所において半導体プロセスイ
ンテグレーションおよびアナログ集積回路設計
の研究に従事した。その後、日本工業大学電気
電子通信工学科の教授に着任し、現在は無線端
末用のハードウェアおよび回路設計を中心とし
た研究に着手している。

IEEE
電子情報通信学会

研究紹介 多相アナログ信号による高性能回路の研究
N相（N≧３）のアナログ信号を用いることにより集積回路

の信号処理精度や動作速度の向上させる研究を行っています。
例えば通常の周波数変換回路（Mixer：掛算回路）を𝑁𝑁𝑁𝑁2個

組み合わせることで、出力に含まれる相対誤差の大きさを2
入力の相対誤差の積の大きさにする周波数変換回路を考案し
ました。これは下図に示されるように、2入力に含まれる誤
差がともに１％の場合、出力に含まれる相対誤差は0.01%と
なり、誤差を激減できます。

主な論文発表
1) M. Ugajinほか: A study of phase-adjusting

architectures for low-phase-noise quadrature
voltage-controlled oscillators, IEICE Trans. on
Electron., Vol.E106-C (2023), 59-66.

2) M. Ugajinほか: An (𝑁𝑁𝑁𝑁 + 𝑁𝑁𝑁𝑁2)-Mixer Architecture
for a High-Image-Rejection Wireless Receiver
with an 𝑁𝑁𝑁𝑁-Phase Active Complex Filter, IEICE
Trans. on Fundamentals, Vol.E100-A (2017),
1008-1014.

共同研究の事例
・回路基板の雑音指数評価

・低電圧動作周波数変換回路の開発

・多相発振回路の開発、など
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また発振回路に多相信号による位相補
償技術を適用して、信号遅延の悪影響を
打ち消し、発振信号の純度を高める研究
なども行っています。低コストの高機能
LSI等に関する成果が期待できます。

19

状態推定とパーティクルフィルタ
ソフトコンピューティング

知能情報技術生駒 哲一
センサ情報の融合と状態推定（パーティクルフィルタ）、
知能情報技術 や 認識技術を駆使して、直接には見えない
情報をリアルタイムで取得し、様々な課題に役立てます。
略歴 所属学会など
法政大学 工学部 電気工学科 計測制御専攻 卒業。
同大学院 工学研究科 システム工学専攻 修士課
程修了。総合研究大学院大学 数物科学研究科
統計科学専攻 博士課程修了。博士(学術) 。
広島市立大学 情報科学部 助手。九州工業大学
工学部 電気工学科 講師～准教授。文部省在外
研究員制度にて、英国ケンブリッジ大学に滞在。
2016年より 日本工業大学 教授、現在に至る。

IEEE 、計測自動制御学会、
電子情報通信学会、日本統計
学会、応用統計学会、日本知
能情報ファジィ学会、日本神
経回路学会、信号処理学会、
自動車技術会の会員。
パーティクルフィルタ研究会
(現DS2ELDiA)を発足し運営。

研究紹介 運転者挙動のリアルタイム推定と安全運転支援
運転者挙動（顔姿勢、両手、足など）の実時間での把握を、
パーティクルフィルタによる状態推定と人工知能の認識技術を
駆使して実行する、体験型のデモシステムを公開しています。
運転者の状態モニタリングや運転操作ログの記録はもとより、
運転者の状況に応じた、的確な安全運転支援を可能にします。
・顔カメラ動画像からの顔姿勢（３次元）や顔表情等の把握。
・ステアリングを操作する両手挙動をカメラ動画像から取得。
・足元に設置したマイクロ波ドップラセンサの信号から、
ペダルの操作に先立つ足の挙動を把握し、運転意図を知る。

・複数マイクロフォンからの音響信号を活用した状況把握ほか。
この他にも、下記のテーマに取り組んでいます。
・複数異種センサ情報の融合と動的状況の把握
・複数対象の動きの同時把握：方法論と実装技術
・高速並列計算の実装：ＧＰＧＰＵやＦＰＧＡ
・顔や身体の認識とＶＲ装飾アミューズメント
・移動ロボットの自己位置姿勢の推定と地図学習
・疎に配置された複数カメラでの広域の人流把握
など

主な論文発表
[1] 生駒哲一，パーティクルフィルタ～ 汎用的な非ガウス
フィルタ，計測と制御 特集号「カルマンフィルタを中心と
した状態推定の理論から応用まで」 ，Vol.56, No.9, 2017.
[2] 生駒哲一，パーティクルフィルタ ～基礎から最近の動
向まで，システム制御情報学会誌，特集号「システム同定の
最近の動向」 ，Vol.59, No.5, pp.164-173, 2015.
[3] 生駒哲一，パーティクルフィルタによる運転者の顔姿勢
および両手挙動の実時間推定，自動車技術会論文集，Vol.44,
No.3, pp.919-924, 2013.

共同研究先の事例
・㈱デンソーＩＴラボラトリ（東京都 渋谷区）
・㈱メガチップス（大阪府大阪市 新大阪）
・㈱フィックスターズ（東京都 品川区）
・㈱ＴＯＴＯ（福岡県 北九州市）
・㈱トプコン（東京都 板橋区）
・東北大学、九州工業大学
・兵庫県立大学、統計数理研究所
・早稲田大学、法政大学、大阪電気通信大学など

い こま のり かず
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運転シミュレータ：運転者挙動の把握

共同研究先の事例共同研究先の事例共同研究先の事例
表情認識と骨格認識

共同研究先の事例共同研究先の事例共同研究先の事例
複数対象の同時追跡
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